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１／８

〔 〕クレーン及びデリックに関する知識

問 １ クレーンの作動装置に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）走行装置は、走行レールに沿ってクレーン全体を

移動させる装置で、駆動の方法として４電動機式の

ものがある。

（２）横行装置は、トロリを移動させる装置で、電動機

の回転を減速装置で減速し横行車輪を駆動する。

（３）容量の異なる二つの巻上装置があるとき、一般に

定格荷重の大きい方を主巻、小さい方を補巻と呼ぶ。

（４）ジブクレーンの起伏装置には、減速比を大きくす

るため、一般にウォームギヤーは用いられない。

（５）クラブトロリ式天井クレーンの巻上装置は、クラ

ブフレーム上に設けられている。

２ ワイヤロープに関し、次のうち誤っているものはど問

れか。

（１）ワイヤロープの径の測定に当たっては、ロープの

同一断面の３箇所において測定した値の最大値をとる。

（２）ワイヤロープの心綱には、繊維心やロープ心が用

いられる。

（３）ワイヤロープの伸びを低減する目的で、製造工程

で一定の張力を与える処理をしたものもある。

（４）フィラー形のワイヤロープは、局部的摩耗による

素線の切断が少ない。

（５）「普通より」は、ワイヤロープのよりとストラン

ドのよりの方向が反対である。

問 ３ クレーンの巻過防止装置（ねじ形リミットスイッチ）

に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）スイッチケース内のスクリューとトラベラーには

給油をする必要はない。

（２）１個のリミットスイッチで巻上げ過ぎ及び巻下げ

過ぎの位置制限を行うことができる。

（３）直働式のリミットスイッチに比べ、停止精度が悪い。

（４）ワイヤロープを交換したときは、作動位置を再調

整する必要がある。

（５）リミットスイッチは、電磁接触器の操作回路を開

閉する方式により、複数の接点を設けることができる。

問 ４ クレーンのブレーキに関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）電磁バンドブレーキの帯には、一般に軟鋼が用い

られる。

（２）電動油圧押上機ブレーキは、油圧によって制動を

行うものであり、迅速な制動が可能である。

（３）足踏油圧式ディスクブレーキは、足踏油圧シリン

ダを操作することによって制動する。

電磁石に電流を通じる（４）ドラム形電磁ブレーキは、

と制動力が解除される。

（５）電動油圧式ディスクブレーキは、制動力の開放を

電動油圧により行う。

問 ５ クレーンの運転に関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）無線操作式クレーンで、つり荷が死角に入りそう

なときは、一旦停止し、つり荷の見える位置に立つ

か又は合図者の合図により運転する。

（２）屋外に設置されたクレーンで、つり荷がぬれてい

る場合、玉掛け用ワイヤロープが滑りやすくなるので、

旋回等の起動の際は地切り、巻上げ、横行、走行、

静かに運転する。

（３）クライミング式ジブクレーンを運転する場合は、

マストやジブのたわみによりフックの位置ずれを生

じるので注意をはらって運転する。

（４）クレーンを運転する際、合図者の合図が不明確な

場合は運転者の判断で運転する。

（５）ケーブルクレーンでは、つり具やつり荷の状態が

運転位置から見えなくなることが多いので、合図者

との連携を確実に行って運転する。



６ クレーンの軸継手に関し、次のうち誤っているもの問

はどれか。

（１）フランジ形たわみ軸継手は、二軸のわずかなずれ

や傾きの影響を緩和して、軸の折損や軸受の発熱を

防ぐことができる。

（２）割形軸継手は、取り付け、取り外しのときに軸を

軸方向に移動する必要がない。

（３）ローラーチェーン軸継手は、２個のスプロケット

を２列のローラーチェーンで結合して回転力を伝え

るもので、潤滑剤を必要としない継手である。

（４）全面機械仕上げしたフランジ形固定軸継手は、一

般にバランスがよいため、回転の速いところに用い

られる。

（５）自在軸継手は、二つの軸が一直線上にない走行長

軸などに用いられる。

問 ７ ボルト、ナット、キーに関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）リーマボルトは、リーマ仕上げした穴にはめこん

で締め付けるため取付精度が高い。

（２）摩擦接合用高力ボルトは、締付け力による摩擦を

利用するもので、大きい引張力に耐えられる。

（３）キープレート（キー板）は、固定軸の回転を防ぎ

軸方向への抜け出しを防止するため、軸のみぞに差

し込んでボルトで固定する。

（４）ダブルナットは、締め付けたボルトが長すぎたと

きに用いるもので、一般には二つのナットの厚さは

同じものを使用する。

（５）頭付きこう配キーは、歯車などを軸に固定してそ

の間に動力を伝えるために用いるもので、歯車と車

軸輪のキーみぞに打ち込んで固定する。
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問 ８ デリックの構造、運動に関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）鳥居形デリックは、２本のマストとその上端を結

ぶ横ばりによって構成され、ブームを有しないデリ

ックである。

（２）スチフレッグデリックは、１本の直立したマスト

を後方から３本以上のステーによって支持し、その

根元にブームをピン結合したデリックで、通常、旋

回角度は１８０°以内である。

（３）ジンポールデリックは、１本のマストとこれを支

える３本以上のガイロープ、ウインチ及び付属品か

ら構成され、マストを傾斜させて使用するデリック

である。

（４）ガイデリックは、１本の直立したマストを６本以

上のガイロープによって支持し、その根元にピン結

合したブームの旋回角度は３６０°まで可能である。

（５）ガイデリックの巻上げ、旋回及びブームの起伏の

運動は、マストの下部にあるシーブを経て、本体か

ら離れた位置に据え付けられたウインチにより行わ

れる。

問 ９ デリックの陣がさに関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）ガイデリックでは、マストの頂部を支える金物と

して使用される。

（２）マストが回転しないジンポールデリックには陣が

さはない。

（３）スチフレッグデリックでは、ステーの上部支持点

となっている。

（４）マスト上部のガジョンピンとはめ合いになっている。

（５）砲金ブッシュ又は転がり軸受け等を用いて摩擦を

小さくしている。

問１０ デリックのウインチに関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）原動機は、ウインチの台枠の後部に取り付けられ

ている。

（２）クラッチとブレーキの操作により運転する。

（３）ドラムを逆転させるときは、電動機を逆転させる。

（４）スインガードラムは、巻上げドラムよりも前部に

付けられる。

（５）ウインチによりマストを旋回させるデリックには、

スインガードラムがある。



〔関係法令〕

問１１ クレーン設置届にクレーン明細書、強度計算書等の

書面を添えて所轄労働基準監督署長に提出しなければ

ならないクレーンは、次のうちどれか。

（１）つり上げ荷重が２.０ｔのスタッカー式クレーン

（２）つり上げ荷重が２.８ｔのホイスト式天井クレーン

（３）つり上げ荷重が２.５ｔのポスト形ジブクレーン

（４）つり上げ荷重が１.５ｔのケーブルクレーン

（５）つり上げ荷重が２.５ｔの橋形クレーン

問１２ 屋外でのクレーンに係る作業及び組立て等の作業に

関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）強風のため、クレーンに係る作業の実施について

危険が予想されるときは、当該作業を中止しなけれ

ばならない。

（２）大雨のため、クレーンの組立て・解体作業の実施

について危険が予想されるときは、作業を中止しな

ければならない。

（３）クレーンに係る作業中に中震以上の震度の地震が

発生した場合、当該作業を中止し、揺れが治まれば

直ちに作業を再開することができる。

（４）大雪のため、クレーンの組立・解体作業の実施に

ついて危険が予想されるときは、作業を中止しなけ

ればならない。

（５）屋外に設置されているクレーンを用いて瞬間風速

が毎秒３０ｍをこえる風が吹いた後に作業を行うと

きは、あらかじめクレーンの各部分の異常の有無に

ついて点検を行わなければならない。

次の文中の 内に入れるＡ及びＢの数字の組合問１３

せとして、正しいものは（１）～（５）のうちどれか。

「クレーンの巻過防止装置については、フック等の

つり具の上面又は当該つり具の巻上げ用シーブの上面

とドラム、シーブ等当該上面が接触するおそれのある

物（傾斜したジブを除く。）の下面との間隔が Ａ

ｍ以上（直働式の巻過防止装置にあっては、 Ｂ ｍ

以上）となるように調整しておかなければならない。」

Ａ Ｂ

（１） ０.０５ ０.２５

（２） ０.２５ ０.０５

（３） ０.２５ ０.１５

（４） ０.０５ ０.１５

（５） ０.４５ ０.０５
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問１４ クレーン・デリック運転士免許に関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）満１８歳未満の者は、免許を受けることができない。

（２）つり上げ荷重が５ｔ以上のクレーン（床上操作式

を除く。）の運転の業務に従事するときは、免許証

を携帯しなければならない。

（３）免許証を他人に貸与・譲渡してはならない。

（４）免許を取り消された日から３年間は、免許を受け

ることはできない。

（５）免許証の交付を受けた者で、現に当該免許に係る

業務に就いているものが氏名を変更したときは、交

付を受けた又は住所を管轄する都道府県労働局長に

書替えの申請をしなければならない。

問１５ クレーンの使用に関し、法令上、誤っているものは

次のうちどれか。

（１）天井クレーンの点検の作業を行うときは、原則と

して当該クレーンの運転を禁止し、クレーンの操作

部分に運転禁止の表示をしなければならない。

（２）同一のランウェイに並置されている走行クレーンの

修理の作業を行うときは、監視人をおく等労働者の

危険を防止するための措置を講じなければならない。

（３）運転者は、荷をつったままで運転位置を離れては

ならない。

（４）ジブクレーンには、運転者及び玉掛けをする者が

当該クレーンのつり上げ荷重を常時知ることができ

るように表示しなければならない。

（５）ジブクレーンについては、クレーン明細書に記載

されているジブの傾斜角の範囲をこえて使用しては

ならない。



問１６ １年以内ごとに１回、定期に、クレーンについて行

う自主検査に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）定期自主検査における荷重試験は、定格荷重に相

当する荷重の荷をつって、つり上げ、走行、旋回、

トロリの横行等の作動を行う。

（２）定期自主検査を行う日の前２月以内に性能検査に

おける荷重試験を行ったクレーンについては、定期

自主検査の荷重試験は行わなくてよい。

（３）定期自主検査の結果は記録し、３年間保存しなけ

ればならない。

（４）定期自主検査を行い、異常を認めたときは、次回

の定期自主検査までに補修しなければならない。

（５）１年をこえる期間使用しなかったクレーンについ

ては、その使用を再び開始する際に、自主検査を行

わなければならない。

問１７ クレーンの運転の合図に関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）事業者は、一定の合図を定めるとともに、合図を

行う者を指名しなければならない。

（２）合図を行う者は、定められた合図を行わなければ

ならない。

（３）玉掛け作業を行う者は、合図を行う者の合図に従

わなければならない。

（４） が単独で作業を行うときは、事クレーンの運転者

業者は合図を定めなくてもよい。

（５）事業者は、つり上げ荷重３ｔ未満のクレーンにつ

いては合図を定めなくてもよい。
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問１８ デリックの落成検査時に行う荷重試験の荷重に関し、

次のうち正しいものはどれか。

（１）つり上げ荷重に相当する荷重（つり上げ荷重が

２００ｔを超える場合は２００ｔに相当する荷重）

（２）つり上げ荷重の１.２倍に相当する荷重（つり上

げ荷重が２００ｔを超える場合はつり上げ荷重に

４０ｔを加えた荷重）

（３）つり上げ荷重の１.２５倍に相当する荷重（つり上

げ荷重が２００ｔを超える場合はつり上げ荷重５０

ｔを加えた荷重）

（４）定格荷重に相当する荷重（定格荷重が２００ｔを

超える場合は２００ｔに相当する荷重）

（５）定格荷重の１.２５倍に相当する荷重（定格荷重が

２００ｔを超える場合は定格荷重に５０ｔを加えた

荷重）

問１９ デリックに関し、１月以内ごとに１回、定期に行う

自主検査の事項として、法令に規定されていないもの

は、次のうちどれか。

（１）マストの損傷の有無

（２）クラッチの異常の有無

（３）フック等のつり具の損傷の有無

（４）ウインチの据付けの状態

（５）ガイロープを緊結している部分の異常の有無

問２０ デリックの変更検査に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）変更検査の申請は、所轄労働基準監督署長に行う。

（２）ステーを変更するときは、変更検査の対象になる。

（３）ブレーキを変更するときは、変更検査の対象となる。

（４）変更検査を受ける者は、荷重試験のための荷及び

玉掛用具を準備しなければならない。

（５）変更検査を受ける者は、当該検査に立ち会わなけ

ればならない。



（次の科目の免除者は、問２１～問３０は解答しないこと。）

〔原動機及び電気に関する知識〕

問２１ 電気に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）電力会社から供給される電力の周波数は、おおむ

ね東日本では５０Ｈz、西日本では６０Ｈzである。

（２）交流は、電流や電圧の大きさと方向が周期的に変

化する。

（３）家庭用と工場の動力用電源とでは周波数が異なる。

（４）三相交流は、工場の動力用として広く使用される。

（５）家庭の電灯や電化製品には単相交流が使用される。

問２２ 電気に関し、次のうち正しいものはどれか。

（１）電圧が同じであれば、抵抗が大きいほど消費電力

は大きくなる。

（２）回路に流れる電流の大きさは電圧に反比例し、そ

の回路の抵抗に比例する。

（３）抵抗を並列につないだ時の合成抵抗は、個々の抵

抗のどれよりも大きい。

（４）導体の電気抵抗は、同じ物質の場合、長さが２倍

になると半分になり、断面積が２倍になると２倍に

なる。

（５）抵抗に電流が流れたときに発生する熱をジュール

熱という。

誤っているものはどれか。問２３ 電気の単位に関し、次のうち

（１）電流を表す単位は、アンペア(Ａ)である。

（２）抵抗を表す単位は、オーム(Ω)である。

（３）１０００００Ωは､１ＭΩと表すこともある。

（４）電圧を表す単位は、ボルト(Ｖ)である。

（５）１０００Ｖは、１kＶと表すこともある。

Ａクレ・デリ
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問２４ 電動機の付属機器に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

配線用しゃ断器は、回路を手動又は絶縁物容器の（１）

外部の電気装置などによって開閉することができ、

過負荷や短絡の際には自動的に回路をしゃ断する。

（２）電磁接触器は、操作電磁石、回路を開閉する接点

部及び電流しゃ断時にアークを消す消弧部からなっ

ている。

（３）共用保護盤は、外部より供給された電力を各制御

盤へ配電することを主目的とし、各電動機やその回路

を保護するための装置をひとまとめにしたものである。

（４）ゼロノッチインターロックは、各制御器のハンド

ルが停止位置になければ主電磁接触器を投入できな

いようにしたものである。

コースチングノッチは、制御器の第１ノッチに設（５）

けられ、電動機には通電しないで、ブレーキにのみ

通電してブレーキを締めるものである。

問２５ 給電装置に関し、次のうち誤っているものはどれか。

トロリ線や集電子は、がいしなどの絶縁物を介し（１）

て支持され、取り付けられる。

スリップリングは、集電ブラシがリング面上をしゅ（２）

う動して集電する機構である。

（３）すくい上げ式トロリ線給電は、大容量の屋内の天

井クレーンに用いられる。

（４）パンタグラフのピン廻りは、給油により動きを容

易にし、接触不良にならないようにする。

（５）ホイールやシューの材質には、砲金や黒鉛などが

用いられる。



問２６ かご形三相誘導電動機に関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）回転子は、鉄心のまわりに太い導線（バー）がか

ご形に配置されている。

極めて簡単な構造であり、故障が少なく取扱いも（２）

容易である。

（３）二次側には、スリップリングはない。

４）電動機の緩始動には、電源回路に抵抗器、リアク（

トルあるいはサイリスター等を挿入して、始動電流

を抑える方法がある。

電源の周波数を変えて電動機の回転数を制御する（５）

インバーター制御は、使用できない。

問２７ 巻線形三相誘導電動機の速度制御方式に関し、次の

うち誤っているものはどれか。

（１）二次抵抗制御は、横行、走行、旋回等に広く用い

られ、巻下げの速度制御にもこの方法と組み合わせ

たものがある。

（２）渦電流ブレーキ制御には、非自動制御と自動制御

の２つの方法がある。

（３）サイリスター一次電圧制御は、電動機の回転数を

検出し、指定された速度と比較しながら制御するた

め、きわめて安定した速度が得られる。

（４）電動油圧押上機ブレーキ制御は、機械的な摩擦力

を利用して速度制御するため、ブレーキライニング

の摩耗を伴う。

（５）ダイナミックブレーキは、つり荷が重い場合には

低速での巻下げができない。

るものは問２８ 接地（アース）に関し、次のうち誤ってい

どれか。

（１）天井クレーンは、走行車輪を介して走行レールに

接触しているため、走行レールが接地されている場

合にはクレーンは接地されていると考えられる。

（２）接地線は、十分な太さのものを使用しなければな

らない。

（３）接地抵抗は、大きいほどよい。

（４）電動機の外被などが接地されていると漏電した電

流は接地した方へ流れる。

（５）接地は、漏電している電気器具のフレームなどに

人が接触したとき、感電による障害を少なくする効

果がある。

Ａクレ・デリ

６／８

問２９ 感電災害に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）感電災害には、高圧の配電線に近づいた場合に放

電により発生するものがある。

（２）電路に手が触れた場合でも、ゴム底の靴をはいて

いると感電の危険が軽減される。

（３）感電により意識不明になっている場合は、すみや

かに人工呼吸や心臓マッサージなどの処置を施す。

（４）作業箇所付近の活線は、絶縁シートや絶縁管など

で防護する。

（５）感電は、人体を流れる電流の大きさにより危険度

が決まり、通電時間は影響しない。

問３０ 電気部分の故障の状態とその原因の組合せとして、

誤っているものは次のうちどれか。

（１）電動機が起動しない……電動機の端子の外れ

（２）電動機に振動がでる……電圧降下がはなはだしい

（３）電動機の回転数が……負荷が大きすぎる

上がらない

（４）ブレーキドラムの……電磁コイルの断線

異常過熱

（５）電動機が停止しない……電磁接触器の主接点が溶着



（次の科目の免除者は、問３１～問４０は解答しないこと。）

〔クレーンの運転のために必要な力学に関する知識〕

問３１ 図のようにＯ点に三つの力Ｐ 、Ｐ 、Ｐ が作用して１ ２ ３

いる場合に、これらの合力は次のうちどれか。

（１）Ａ

（２）Ｂ
Ｃ

（３）Ｃ Ｐ２

Ｂ（４）Ｄ

Ａ Ｄ（５）Ｅ

３Ｏ Ｐ

Ｅ
Ｐ１

問３２ スパンの長さが１４ｍの天井クレーンに質量１０ｔ

をつり、図のような位置にクラブがあったとき、の荷

ランウェイが受ける力の正しい組合せは次のうちどれか。

ただし、ガーダ、クラブ等の質量は考えないものと

する。

１４ｍ

５ｍ

２Ｒ１ １０ｔ Ｒ

１ ２Ｒ Ｒ

（１）６３kＮ ３５kＮ

（２）４９kＮ ４９kＮ

（３）４２kＮ ５６kＮ

（４）３５kＮ ６３kＮ

（５）２８kＮ ７０kＮ

Ａクレ・デリ

７／８

問３３ 質量と比重に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）銅１ｍ 当りの質量は、およそ２.７ｔである。３

（２）体積が同一であれば、水は氷より重い。

（３）物体の質量とその物体と同じ体積の４℃の純水の

質量との比をその物体の比重という。

（４）同じ長さのアルミニウムの丸棒の直径が３倍にな

ると、その質量は９倍になる。

（５）物体の質量をＷ、その体積をＶとすれば、物体の

単位体積当りの質量ｄは、ｄ＝Ｗ/Ｖで表される。

問３４ 重心に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）物体を構成する各部分にはそれぞれ重力が作用し

ているが、それらの合力の作用点を重心という。

（２）ある物体の重心は一定の点であり、置き方が変わ

っても物体内の重心の位置は変わらない。

（３）物体の重心は、物体の内部にあるとは限らない。

（４）物体を一点づりすると、その重心は必ずロープの

鉛直線上にくる。

（５）物体は一般的に重心の位置が高いほど安定する。

問３５ 作業半径が３０ｍのジブが２分間で１回転するとき、

この先端のおよその速さは、次のうちどれか。

（１）１.３ｍ/ｓ

（２）１.６ｍ/ｓ

（３）１.８ｍ/ｓ

（４）２.２ｍ/ｓ

（５）３.１ｍ/ｓ



問３６ 材料の強さ、変形に関し、次のうち誤っているもの

はどれか。

（１）引張試験において、材料が切断するまでにかけら

れる最大の荷重を安全荷重という。

（２）変形した量のもとの量に対する割合をひずみという。

（３）安全な静荷重より小さな動荷重であっても、くり

返し負荷すると、材料が破壊されることがある。

材料に引張荷重や圧縮荷重が作用し、材料が伸び（４）

たり、縮んだりして形の変わることを変形という。

（５）材料に荷重をかけると、荷重が小さい間は荷重に

応じて変形が生ずるが、荷重を取り除くと元の形に

戻る。

問３７ ５０mm×８０mmの長方形断面の角材に８kＮの引張

荷重が作用するときの引張応力は、次のうちどれか。

２（１） １Ｎ/mm

２（２） ２Ｎ/mm

２（３） ４Ｎ/mm

２（４） ８Ｎ/mm

２（５）１６Ｎ/mm

問３８ 摩擦力に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）他の物体に接触して静止している物体に接触面に

沿う方向の力が作用するとき、接触面に働く抵抗を

静止摩擦力という。

（２）物体が他の物体に接触しながら運動しているとき

に働く摩擦力を運動摩擦力という。

（３）最大静止摩擦力は、運動摩擦力より小さい。

（４）摩擦力は、接触面が滑らかな方が、荒い方より小

さい。

（５）ころがり摩擦力は、すべり摩擦力に比べると非常

に小さい。

Ａクレ・デリ

８／８

問３９ 図のように質量２８ｔの荷を、つり角度６０°で４本の

玉掛け用ワイヤロープを用いてつるとき、使用するこ

とができる最小径のワイヤロープは、次のうちどれか。

６０°

２８ｔ

ワイヤロープ 切断荷重
の直径（mm） (kＮ)

（１）２８ ３５９

（２）３０ ４１２

（３）３３.５ ５１４

（４）３５.５ ５７７

（５）４０ ７３２

問４０ 図のような組合せ滑車を使用し、質量６ｔの荷をつ

り上げるために必要な最小の力Ｆは、次のうちどれか。

ただし、滑車の質量、摩擦等は考えないものとする。

Ｆ６ｔ

（１） ４.９kＮ

（２）１１.８kＮ

（３）１４.８kＮ

（４）１９.６kＮ

（５）２４.５kＮ

（終 り）


